
広
報
さ
の　
■
平
成
２９
年
２
月
号

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
編
集　

佐
野
市
秘
書
課
広
報
広
聴
推
進
室
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※
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真
は

同
校

提
供
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石川 汐
し お り

梨 さん

●出流原小学校６年

　わたしの将来の夢は作家になることです。

　本を読むことが大好きで、１年生のときから毎日のように本を読んできました。

３年生のときに１冊の本にとても感動しました。その本は、わたしがつかれたり落

ちこんだりしたときに元気をくれました。それがきっかけで、本がもっと大好きに

なりました。だから、わたしも読んだ人の心が明るくなるような本を書きたいです。

本をあまり読まない人にも、本の楽しさを伝えていきたいと思います。

たくさんの人に本の楽しさを

佐野ブランドキャラクター

さのまる

今回の表紙　「佐野日大高校、全国高校サッカー第３位」　準決勝後の表彰式

　監督と選手たちの強い絆のもと、我慢が必要な守備中心のスタイルを貫き、快進撃

を続けた佐野日大の選手たち。最後までひたむきに走り続けるその姿には、多くの感動

を与えてもらいました。選手の皆さん、ありがとうございました。　　※写真は同校提供

　

今
年
は
新
年
早
々
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
で
、
佐
野
日
大
高
校
が
勝
ち
進
み
全
国
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

準
決
勝
の
際
に
は
、
私
も
会
場
に
駆
け
つ
け
応
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
接
戦
の
末
、

残
念
な
が
ら
決
勝
進
出
は
逃
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
選
手
た
ち
の

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
、
選
手
た
ち
に
は
こ
の
経
験
を
か
て
と
し
て
、
後
輩
や

子
ど
も
た
ち
に
は
目
標
と
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
７
日
に
は
本
市
主
催
の
新
年
祝
賀
会
・
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
唐
澤
山
城
跡
で
の
山
城
サ

ミ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
、
唐
澤
山
神
社
の
春
秋
大
祭
に
奉
納
さ
れ
て
い
る「
浦
安
の

舞
」と
勇
壮
な「
た
ぬ
ま
太
鼓
」
の
演
技
が
行
わ
れ
、
市
内
各
界
代
表
者
な
ど
大
勢
の

皆
様
と
新
し
い
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
成
人
式
が
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
約
１
２
０
０
人
の

方
が
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
今
年
の
新
成
人
の
皆
様
に
は「
希
望
」と

い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
数
々
の
困
難
に
直
面
し
、
悩
み
、

苦
し
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
時
で
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、「
希
望
」を
忘
れ
ず
困
難
を
切
り
開
き
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

今
月
５
日
に
は
、
伝
統
あ
る
大
澤
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
こ
れ

ま
で
最
多
の
約
１
８
０
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
寒
風
の
中
、
タ
ス

キ
を
つ
な
ぐ
選
手
の
激
走
に
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
25
・
26
日
に
は

「
さ
の
ま
る
の
日
」イ
ベ
ン
ト
が
市
役
所
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
ご
当
地
グ
ル
キ
ャ

ラ
大
作
戦
」
と
称
し
、
多
数
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
合
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
が
寒
さ
の
ピ
ー
ク
で
す
。
空
気
も
乾
燥
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
風
邪
な
ど
ひ
か

ぬ
よ
う
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英
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ブ
ッ
タ
オ
ス
・
ブ
ッ
ケ
ス
は

「
倒
す
」
を
強
め
る
と
き
に
い
う 

　
立
木
や
柱
な
ど
立
っ
て
い
る
も
の
を
横
に
す
る
こ
と
を
、
共
通
語

で
倒
す
ま
た
は
ひ
っ
く
り
返
す
な
ど
と
い
い
ま
す
。
方
言
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
倒
す
を
強
め
て
い
う
と
き
に
は

普
通
ブ
ッ
ケ
ス
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
打
ち
返
す
」
が
変
化
し
た

も
の
で
す
。「
返
す
」
は
、
向
き
や
位
置
を
反
対
に
す
る
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
が
変
化
し
て
倒
す
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ッ
ケ
ス
は
、

大
き
な
木
を
切
り
倒
し
た
り
、
大
き
な
柱
を
押
し
倒
し
た
り
す
る
と 

き
に
い
い
ま
す
。「
ブ
ッ
（
打
）」
に
は
、荒
々
し
い
動
作
を
表
し
た
り
、

強
め
た
り
す
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
力
を
加
え
て
倒
す
「
ブ
ッ

ケ
ス
」
に
対
し
て
、 

自
然
に
倒
れ
る
こ
と
は
ブ
ツ
ケ
ル
と
い
い
ま
す
。

　

「
家
の
裏
の
杉
が
デ
ッ
カ
ク
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ン
デ
（
大
木
に
な
っ
た

の
で
）、
ブ
ッ
ケ
リ
ヤ
シ
ナ
力
ン
ベ
力
（
倒
れ
な
い
だ
ろ
う
か
）
と
心

配
で
、
ブ
ッ
ケ
ス
ベ（
倒
そ
う
）
と
思
っ
た
が
、
ナ
ン
セ（
何
し
ろ
）
フ

テ
ン
デ
（
太
い
の
で
）
ね
え
」

　

人
を
な
ぐ
り
倒
す
こ
と
を
、
強
め
て
い
う
と
き
に
共
通
語
で
は

「
ぶ
っ
た
お
す
」
と
い
い
ま
す
。
方
言
で
は
、
大
き
な
木
や
柱
な
ど
を

倒
す
よ
う
す
を
、
荒
々
し
く
強
く
い
う
た
め
に
、 

ブ
ッ
タ
オ
ス
と
い

い
ま
す
。
ブ
ッ
タ
オ
ス
や
ブ
ッ
ケ
ス
の
よ
う
に
荒
々
し
さ
は
な
い
が
、

よ
く
使
わ
れ
る
方
言
に
ヒ
ッ
ケ
ス
・
オ
ッ
ケ
ス
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま

り
大
き
く
な
い
木
を
切
り
倒
し
た
り
押
し
倒
し
た
り
す
る
と
き
に
、

こ
れ
ら
の
方
言
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

「
あ
の
木
の
太
さ
だ
っ
た
ら
、
だ
れ
だ
っ
て
ヒ
ッ
ケ
セ
ル
ダ
ン
ベ
ー

（
倒
せ
る
で
し
ょ
う
）。
ス
イ
ク
チ（
丸
太
の
切
り
口
の
直
径
）
だ
っ
て

な
ん
ぼ
も
ナ
カ
ン
べ
か
ら
」 　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

観
光
立
市
を
下
支
え

　

真
田
父
子
別
れ
の
地
と
し
て
伝
わ
る
犬
伏

新
町
の
「
新
町
薬
師
堂
」
が
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
真
田
丸
の
放
送
を
受
け
、
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
の
地
を
観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
説
明
し
て
い
た
の
が
今
回
紹
介
す
る
、

栗
原
登
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
「
佐
野
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
（
愛
称
・
佐
野

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

佐
野
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
を
務
め
る
皆
さ
ん

は
、
佐
野
市
の
主
だ
っ
た
観
光
地
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
案
内
し
て
い
ま
す
。 

　

平
成
21
年
の
１
期
生
か
ら
４
期
生
の
ガ
イ

ド
21
名
が
お
り
、
栗
原
さ
ん
は
１
期
生
に
あ

た
り
ま
す
。

　

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
で

は
、
去
る
１
月
12
日
に
そ
の
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
栗
原
さ
ん
は
、
申
し

込
み
が
あ
っ
た
団
体（
観
光
客
）の
希
望
場
所

な
ど
を
み
て
、
会
員
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に

テ
キ
パ
キ
と
割
り
振
り
、
そ
の
会
合
の
様
子

は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
野
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
は
随
時
、
観
光
案

内
を
し
て
い
る
ほ
か
、
初
詣
な
ど
の
お
客
さ

ん
が
多
い
１
月
・
２
月
の
時
期
に
は
佐
野
市

観
光
物
産
会
館
に
、
そ
し
て
３
月
の
カ
タ
ク

リ
の
花
が
開
花
す
る
時
期
に
は
、
み
か
も
山

○プロフィール

会社を退職後、観光ボランティアガイド養

成講座を受講（第１期生）。現在、佐野ボ

ランティアガイド協会の会長を務める。

の
「
万
葉
自
然
公
園
か
た
く
り
の
里
」
に
臨

時
観
光
案
内
所
を
開
設
し
、
訪
れ
る
皆
さ
ん

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

唐
沢
山
城
跡
が
綺
麗
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
た

昨
年
11
月
に
も
、
山
頂
駐
車
場
に
臨
時
観
光

案
内
所
を
開
設
し
、
多
く
の
方
が
唐
沢
山
城

の
歴
史
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
は
、
水
色
の
ベ
ス
ト
と
帽
子
を
着
用
し
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

佐
野
市
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
「
訪
れ
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
栗

原
さ
ん
は
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
「
個
性
を
発

揮
し
て
積
極
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
に
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
望
ん

で
い
ま
し
た
。 

　

今
年
の
11
月
、
唐
沢
山
城
跡
で
は
「
全
国

山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
、
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。
栗
原
さ
ん
を

は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

の
ご
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
民
記
者　

佐
藤
久
夫
）

栗 原　登 さん
（久保町）

定例会に臨む栗原さん
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全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野２０１７を開催します
～学びを通じて地域創生　あなたも今日から活躍人！～

▼日時＝３月４日（土）・５日（日）　 ▼会場＝文化会館とその周辺

　全国から２，０００人もの方が集い、活発なまちづくり活動の実践事例の発表や情報交換など行い、今

後のまちづくりのヒントがたくさん詰まっているフォーラムを佐野市で開催します。

　会場周辺には、さまざまな展示・体験コーナーや、らーめん・いもフライ・さのまるグッズ、各地の特

産品などの販売ブースなども開設されます。お誘いあわせのうえ、ぜひお越しください。

○４日（土）

分科会（第１部） 午前１０時～正午
①健康・スポーツ（勤労者会館１階）、②まちづくり・コミュニティ（勤

労者会館２階）、③地域福祉（文化会館小ホール）

開会式典 午後１時～１時３０分

分科会（第２部） 午後２時～４時
④地域文化（勤労者会館１階）、⑤男女共同参画（勤労者会館２階）

⑥環境問題・自然保護（文化会館小ホール）

※午後５時からマリアージュ仙水で交流会を開催します。各地の特産品を持ち寄って話し合ったり、名刺

交換をしながら、各地から集まった参加者と交流しましょう！

○５日（日）

分科会（第３部） 午前１０時～正午
⑦青少年活動・青少年教育（勤労者会館１階）

⑧子育て・家庭教育（勤労者会館２階）

全体会

・シンポジウム

・基調提言

午後1時～3時30分

○シンポジウム「学びを通じた地域づくりの推進」

•	牧野篤さん（学びを通じた地域づくりの推進に関する調査研究協力者

会議委員・東京大学大学院教育学研究科教授）　

•	竹原和泉さん（ＮＰＯ法人まちと学校のみらい代表理事）

•	石川雅史さん（文部科学省生涯学習政策局社会教育課専門官）　

•	小曽根治夫（学びを通じた地域づくりの推進に関する調査研究協力者

会議委員・佐野市生涯学習課長）

○基調提言「大会全体を振り返って〜さあはじめよう	あなたも今日か

　ら活躍人」

•	福留強さん（聖徳大学名誉教授・ＮＰＯ法人全国生涯学習まちづくり

協会理事長）

生涯学習の推進
　市では、佐野市生涯学習推進基本構想・基本計画を策定し、「私らしさ　このまちに　咲かせます」

をメインテーマに掲げ、生涯学習の推進に取り組んでいます。

市民一人ひとりが自ら楽しく学ぶ「楽習」を通じて、個性を生かしながら協働してまちづくりに参画す

ることで、地域での自分らしさの発揮と、地域社会のさまざまな問題や課題の解決を図ります。
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楽習講師フェア～全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野と同時開催～

　生涯学習活動のきっかけづくりを目的とする「佐野市楽習講師会」が、楽習講師フェアを開催します。

　各講師が専門分野を活かし、さまざまなコーナーを出展し参加者と交流を図ります。

　今回は出展３４名、ステージ発表２１名の講師が参加しますので、ぜひご来場ください。

-	ものづくりワークショップなど	-
両日：午前１０時～午後３時

大人から子どもまで参加できるバルーンアート、

書道、フラワーアレンジ、絵手紙、アクセサリー

作りをはじめとするワークショップや茶道、日

本舞踊、着付け、太極拳などの体験会を開催し

ます（ブースにより材料費が必要）。

その他にも楽しいイベントが盛りだくさん！

• 「静のアート作品展」…市内外を問わず、絵画や書道、工芸品など市民の力作を展示します。

• 「交流スペース」…佐野市をはじめとする各地の特産品や、飲食ブースが多数出展。

• 「消防車両・移動図書館車展示」…水消火器の体験や、移動図書館車で本の貸し出しができます。

- ステージ発表 -
５日（日）：午前１０時～午後３時（予定）

フラダンス・日本舞踊・笑いヨガ・民話語りなど、

普段なかなか見られないステージを見ることが

できます！

２月の楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前に電話でお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

インターネット

ショッピング講座

２月１２・２６日(日)

午前１０時～正午
ここねっと － NPO唐沢PC １０人 ２，０００円

講演「これからの人

生」

２月１３日(月)午前

１０時～１１時３０分
佐野市中央公民館 － 中島清道 ２０人 なし

小学・中学・高校生の社

交ダンス

２月２１・２８日（火)

午後７時～８時
城北地区公民館

小中

高生
井上千枝子 １０人 なし

ベビーヨガセラピー
２月１５日(水)午前

１０時３０分～正午
犬伏地区公民館 ※ 小林彩子 １０組 なし

オーガニックバスソ

ルト作り

２月２１日(火)午前

１０時３０分～正午

イオン

佐野新都市

－ ｍｏｏｉ １０人 １，０００円

写真をおうちに飾ろ

う
－ 西田英子 ８人 ５００円

通園グッズに

デコパージュ
－ 焼田恵美子 １０人 １，８００円

プリザのコサージュ － 渡邊美樹 ８人 １，０００円

遺言の限界を超える

家族信託

２月２１日(火)午後１

時３０分～３時 市民活動スペー

ス

－ 関野義明 ２０人 １，０００円

シューズにデコパー

ジュ

２月２３日 ( 木 ) 午前

１０時３０分～正午
－ 焼田恵美子 １０人 １，０００円

※２ヶ月～ハイハイくらいまでの親子

皆さんのご来場をお待ちしています！■問合せ＝生涯学習課☎（２０）３１０９
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佐野市新年祝賀会・表彰式　

■

問合せ＝秘書課☎（２０）３００６

　本年１月７日に、佐野市新年祝賀会・表彰式が文化会館にて行われ、市政に対して功労功績のありまし

た次の方々に表彰状などが贈られました。

【市政功労者 （順不同）】

○功労表彰受章

（表彰条例第３条第１項第１号該当）　

　岩澤　敏雄　様（防火行政功労）

　葛貫　郁子　様（防火行政功労）

○徳行表彰受章　

※個人で１００万円以上、団体で３００万

　円以上の金品を市に寄附された方

　㈱環境ラボ　様　

　飯塚　勝己　様

　山根　茂夫　様

　㈱祥和コーポレーション　様　

広報さの・ホームページの広告募集

【広報さのへの広告募集】

▲

広告の掲載号　５月号～平成３０年４月号

広告掲載
スペース

広告規格 広告料 募集枠数

①生活情報欄

　最下段半枠

縦45mm

×横 86.5mm
15,000 円

毎号 4口

（合計48口）

②生活情報欄

　最下段1枠

縦 45mm

×横175mm
30,000 円

毎号 4口

（合計48口）

③裏表紙下段
縦100mm

×横175mm
100,000 円

毎号1口

（合計12口）

☆複数号への申し込みも可能です

☆１広告主につき毎号１口に限ります

☆募集枠数を超えた号は抽選となります

【市ホームページへのバナー広告募集】

▲

広告掲載期間

　４月１日～平成３０年３月３１日の範囲内で　

の月単位掲載。掲載開始は申込月の１日午前９時

から掲載終了は月の末日午後５時まで

広告の規格

　（１枠）縦４０ピクセル×横１４０ピクセル

　（ＧＩＦまたはＪＰＥＧ形式、１０ＫＢ以内）

▲

掲載料金　１カ月につき、１５，０００円

▲

月間アクセス数　月平均約４７，０００件　　

（トップページ）※参考数値です

▲

掲載の位置　市ホームページをご覧ください

▲

広告のデザイン

　市ホームページのデザインを損なうものは不可

　（広告掲載者と担当課とで調整してから掲載）　

▲

申込　

　原稿、市税の納税証明書、申込者の業務内容が

わかる書類（登記事項証明書など）をそえて、所定

の申込用紙に必要事項を記入し、２月２８日（火）

までに、お申し込みください

※市ホームページからダウンロードできます

　詳しくは市ホームページをご覧ください

■

問合せ＝広報広聴推進室☎（２０）３０３７

【規制業種または事業者】
・風俗営業法第２条に該当またはこれに類するもの

・消費者金融など

・ギャンブルに関するもの

・法律に定めのない医療類似行為を行うもの

・佐野市から指名停止を受けている業者

・行政指導を受け、未改善のもの

・その他広告掲載不適当と市長が認めるもの
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佐野市空家等対策計画を策定しました　

■

問合せ＝空き家対策室☎（２０）３０２８

　市では、空き家対策として取り組むべき方向性について基本的な考え方を示した「佐野市空家等対策

計画」を策定しました。

　この計画は、平成３３年度までを計画期間としたのもで「市民が安心して安全にそして快適に暮らせ

るまちづくり」の実現、地域の活性化や定住促進による人口減少の克服を目標としています。

　空き家は、個人の財産であり、所有者や管理者が適切に管理するものです。計画では、空き家の適切

な管理は第一義的に所有者の責任において行うべきであるということを前提に、次の３つの基本方針に

基づき、空き家対策を進めていくこととしましたので、皆さんのご協力をお願いします。

　なお、計画の全容は市役所市政情報コーナー（２階）、田沼・葛生の各行政センター、市ホームページ

でご覧いただけます。

【基本方針】

１　空家等の発生抑制と適切な管理の促進

　新たな空家の発生を抑制するとともに、適切な管理に向けた情報提供・意識啓発を図ります。

２　空家等の活用の促進

　空き家バンク制度の活用などにより、空家の活用を促進するとともに、定住促進を図ります。

３　特定空家等の解消に向けた取組の推進

　特定空家に対し、助言・指導や勧告など必要な措置（下記表参照）を実施します。また、老朽化が進み、

倒壊の危険性が高い空家の除却を促進します。

（用語説明）

・空家等…建築物および附属する工作物並びにその敷地で、年間を通して居住や使用がないもの。

・特定空家等…空家等のうち、次の状態にあると認められるもの。

　①倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態、　②衛生上有害となるおそれのある状態

　③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態

　④周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

別表 特定空家等への取組（行政措置）の流れ

特
定
空
家
等
認
定

（
佐
野
市
特
定
空
家
等
の
判
断
基
準
に
よ
る
）

助
言
・
指
導

勧
告

命
令

行
政
代
執
行

※

費
用
は
所
有
者
等
の
負
担
に
よ
る

行
政
代
執
行

※

費
用
は
所
有
者
等
の
負
担
に
よ
る

対
象
建
築
物
の
現
地
調
査

状
態
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

正
当
な
事
由
が
な
く
当
該
勧
告
の

措
置
を
と
ら
な
い
場
合

措
置
を
履
行
し
な
い
、
履
行
し
て

も
十
分
で
な
い
、
期
限
ま
で
に
完

了
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合

固定資産税等
の住宅用地特
例の除外

命令違反
罰金50万円
以下

「佐野市空き家バンク」を１月から本格的に開始しました。
　空き家の物件情報を市ホームページに公開していますので、空き家を買いたい、借りたいという方は、

利用登録の手続きをしてください。

　また、空き家物件を引き続き募集しています。詳しくは、空き家対策室までご連絡ください。

※空き家は使用しないと、たちまち傷んでしまいます。使用する予定のない空き家をお持ちの方は、お気

軽にご相談ください。また、空き家を所有している方がいましたら、空き家バンクの活用をお勧めください。

特
定
空
家
等
へ
の
取
組（
行
政
措
置
）の
流
れ
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
申
込
・
問
合
せ
＝
健
康
増
進
課

☎
（２４）
５
７
７
０

●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
「
ス
ト
レ

ス
に
対
す
る
心
の
整
理
術
」　

▼
日
時
＝
２
月
28
日

（火）
、
３
月
14

日
（火）（
全
２
回
）午
後
２
時
～
３
時

30
分
▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン

タ
ー　

▼
講
師
＝
両
毛
病
院
認
知

行
動
療
法
担
当
ス
タ
ッ
フ

※
無
料
・
事
前
申
込
が
必
要

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う　

診
療
科
目
ご
と
に
か
か
り
つ

け
医
が
あ
れ
ば
よ
り
安
心
で
す
。

　

日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で
早

め
の
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
乳
幼
児
健
康
診
査　

　

３
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
都

合
が
悪
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら　

　

保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・

健
康
福
祉

外
科
（
軽
い
症
状
）

▼
診
療
時
間
＝
（
休
日
）
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
30
分
は
除
く
）、（
夜
間
）

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

必
ず
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時

～
正
午
（
日
曜
、
祝
日
の
み
）

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

血
液
が
不
足
す
る
時
期
で
す
。
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
２
月
28
日

（火）
ま
で

▼
会
場
＝
栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
ほ
か
各
献
血
会
場

※
献
血
バ
ス
の
予
定
は
、
栃
木
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
５
９
）０
１
１
１

聞
こ
え
の
悩
み
・
補
聴
器
の

相
談
会
＆
笑
い
ヨ
ガ
体
験

　
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
始
め

た
方
や
、
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

と
し
た
相
談
会
で
す
。
会
場
で
は
、

難
聴
者
の
方
で
も
安
心
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
18
日

（土）
（
相
談
会
）

午
前
10
時
～
正
午
（
受
付
11
時
ま

で
）、（
笑
い
ヨ
ガ
体
験
）
午
後
１

時
～
▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動

ス
ペ
ー
ス　

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
県
難
聴
者
協
会

☎
０
８
０（
８
７
４
２
）９
８
１
１

FAX
０
２
８
５

（５１）
１
３
２
６

tcnk@
theia.ocn.ne.jp

オ
ス
ト
メ
イ
ト
講
習
会

県
南
地
区
講
習
会

▼
日
時
＝
２
月
12
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
市
役
所

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス　

▼
内
容
＝
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い

て
の
講
演
、
相
談
会
・
交
流
会
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
唄　

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会（
岩
田
）

☎
０
２
８
４

（４３）
０
１
４
４

介
護
予
防
教
室

「
脳
い
き
い
き
ア
ー
ト
教
室
」

▼
日
時
＝
２
月
14
・
21
・
28
日 

（
火
曜
日
・
全
３
回
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
犬
伏
地
区

公
民
館
▼
対
象
＝
お
お
む
ね
65
歳

以
上　

▼
講
師
＝
小
橋
操
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
千
円
（
材
料
費
・
３
回

分
）
■
申
込
＝
い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
説
明
会

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知

症
の
説
明
や
、
認
知
症
の
方
の
状

態
に
応
じ
た
情
報
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
問
合
せ
先
な
ど
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
の
社
協
☎

（２２）
８
１
２
９

▼
日
時
・
会
場
・
定
員
＝

２
月
28
日

（火）
午
後
１
時
30
分
～
・

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
100
人 

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

佐
野
市
医
師
会
☎

（２０）
２
０
１
１

▼
日
時
・
会
場
・
定
員
＝

３
月
３
日

（金）
午
後
１
時
30
分
～
・

佐
野
市
医
師
会
館
・
50
人 

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

佐
野
市
民
病
院
☎

（６２）
８
２
８
１　

▼
日
時
・
会
場
・
定
員
＝

３
月
13
日

（月）
午
前
10
時
～
・
佐
野

市
民
病
院
A
棟
５
階
・
50
人 

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

く
ず
う
☎

（８４）
３
１
１
１

▼
日
時
・
会
場
・
定
員
＝

２
月
17
日

（金）
午
前
10
時
～
・
葛
生

あ
く
と
プ
ラ
ザ
・
50
人

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
36年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高付属中受験対策

LSE英語教室　LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金下教室  24 -1659
富岡教室   23 -6463
三好教室   62 -1847
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

③
高
齢
者
寝
具
洗
濯
事
業
…
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
寝
具

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
事
業

▼
申
込
＝
２
月
17
日

（金）
ま
で
に
、

い
き
い
き
高
齢
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
を
ご
記
入
の
う
え
、
直
接

ご
提
出
く
だ
さ
い

※
①
・
②
の
事
業
に
登
録
済
み
の

事
業
者
に
は
後
日
継
続
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す

※
③
の
事
業
は
後
日
入
札
な
ど
の

ご
案
内
を
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
１

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
委

員
・
介
護
保
険
事
業
推
進
委

員
の
募
集

　
高
齢
者
保
健
福
祉
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
委

員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
平
成

29
年
度
は
、
平
成
30
～
32
年
度
の

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

高
齢
者
福
祉
な
ど
に
関
心
の
あ
る

40
歳
以
上
の
方

▼
任
期
＝
平
成
29
年
４
月
～
32
年

３
月
（
予
定
）
▼
定
員
＝
２
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
＝
介
護
保
険
課（
１
階
）、

わ
ん
ぱ
く
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
２
月
26
日

（日）
午
前
６
時

30
分
集
合
（
予
定
）

▼
行
き
先
＝
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
ス
キ
ー
場
（
長
野
県
軽
井
沢

町
）
▼
対
象
＝
小
学
４
年
生
～
中

学
生
（
保
護
者
の
同
伴
可
）

▼
講
師
＝
佐
野
ス
キ
ー
協
会
所
属

指
導
員　

▼
定
員
＝
先
着
40
人

▼
費
用
＝
４
千
円
（
レ
ン
タ
ル
料
、

リ
フ
ト
券
は
別
途
）

※
小
学
生
以
下
リ
フ
ト
券
無
料

▼
申
込
＝
２
月
３
日

（金）
～
15
日

（水）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
費

用
を
添
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推

進
課（
３
階
、
平
日
の
み
）、
佐
野

市
運
動
公
園
管
理
事
務
所
・
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
（
６
・
13
日
は
休

館
日
）
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
を
募
集

　

栃
木
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る

温
暖
化
防
止
な
ど
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
む
活
動
推
進
員
を
２
月
22

日
（水）
ま
で（
必
着
）、
募
集
し
て
い

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
栃
木
県
地
球

温
暖
化
対
策
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
９
７

佐
野
市
民
病
院
市
民
講
座

●
前
立
腺
が
ん
の
お
話

　

前
立
腺
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
基
礎

知
識
か
ら
治
療
法
ま
で
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
（
無
料
）。

▼
日
時
＝
2
月
23
日

（木）
午
後
４
時

～
５
時
▼
会
場
＝
佐
野
市
民
病
院

Ａ
棟
5
階
研
修
室
▼
講
師
＝
前
田

節
夫
医
師
（
当
院 

泌
尿
器
科
部

長
）
■
問
合
せ
＝
地
域
医
療
連
携

室
☎

（６２）
９
０
２
４

高
齢
者
福
祉
事
業
を
請
け
負

う
事
業
者
の
募
集

▼
対
象
事
業
＝

①
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む
つ

券
給
付
事
業
…
市
内
の
登
録
さ
れ

た
薬
局
な
ど
で
、
紙
お
む
つ
を
購

入
す
る
際
に
、
購
入
代
金
の
一
部

を
助
成
す
る
事
業

②
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
…
高
齢

者
が
保
険
適
用
外
の
施
術
を
受
け

る
際
に
、
施
術
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

※
知
事
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の

印
の
あ
る
免
許
証
が
必
要
（
申
込

の
際
に
写
し
を
提
出
）

田
沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー

に
備
え
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
（
作
文

あ
り
）、
２
月
28
日

（火）
ま
で
に
、

介
護
保
険
課
へ

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
２

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
平
成
29
年
度
姉
妹
都
市
の
米
国

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
中
学
生
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
を
募
集
し
ま

す
。
受
入
家
庭
に
対
象
の
中
学
生

が
い
る
場
合
、
同
市
へ
の
派
遣
募

集
の
際
に
別
枠
で
応
募
が
で
き
ま

す
。
▼
受
入
期
間
＝
５
月
９
日

（火）

～
15
日

（月）
の
７
日
間（
予
定
）

▼
要
件
＝
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

期
間
中
の
送
迎
が
確
実
に
で
き
、

対
面
式
や
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

の
出
席
が
可
能
な
ご
家
庭
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
受
け
入
れ
）

▼
募
集
数
＝
23
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
）

▼
申
込
＝
３
月
15
日

（水）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
や
各
小
・
中
学
校

で
配
布
す
る
所
定
の
応
募
用
紙
を

同
会
へ　

※
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
会
☎

（２４）
４
４
４
７

観光

観光

募

集
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム

（株）（
天
神
町
）、
建
築
住
宅

課（
５
階
）、
田
沼
・
葛
生
の
各
行

政
セ
ン
タ
ー
で
２
月
１
日

（水）
か
ら

配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」を
ご

確
認
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝

高
萩（
３
Ｄ
Ｋ
）、堀
米（
３
Ｄ
Ｋ
）、

米
山
（
４
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｋ
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

奈
良
渕
（
３
Ｄ
Ｋ
）、

米
山
南
（
３
Ｄ
Ｋ
）、

下
田
沼
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

吉
水（
３
Ｄ
Ｋ
）、

西
原（
３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

駅
南
ハ
イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
申
込
＝
２
月
６
日

（月）
～
17
日

（金）

の
間
に
、
直
接
、
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム

（株）
へ

■
問
合
せ
＝
栃
木
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
（株）
☎

（２１）
６
０
０
６

第
３
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
佐
野「
ド
リ
ー
ム
賞
」

　
目
的
を
持
っ
て
、
専
門
技
術
や

特
別
な
資
格
な
ど
を
取
得
す
る
た

め
に
励
む
女
性
の
人
材
育
成
の
た

め
、
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
高
校
３
年
生
～
高
校
卒

業
の
資
格
を
有
す
る
29
歳
ま
で
の

女
性　

▼
支
援
金
＝
30
万
円
、
20
万
円
、

10
万
円
（
各
１
人
）

▼
選
考
＝
小
論
文
と
面
接

▼
募
集
期
間
＝
３
月
１
日

（水）
～
６

月
30
日

（金）

■
問
合
せ
＝
同
賞
実
行
委
員
長

（
小
林
）☎

（２３）
６
６
６
６

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
３
月
19
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
仙
水　

▼
対
象
＝
25
歳
～
39
歳
の
独
身
男

女▼
定
員
＝
男
女
各
15
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
費
用
＝
男
性
３
千
円
、
女
性

２
千
円　

▼
申
込
＝
２
月
10
日

（金）
～
３
月
８

日
（水）
の
間
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
所
定
の
申
込
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

地
域
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
（
石
川
溥
）

☎
０
９
０（
２
１
６
８
）０
６
９
９

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

の
訓
練
生
募
集

　

２
月
１
日

（水）
～
16
日

（木）
（
選

考
日
・
２
月
23
日

（木）
）
に
か
け
て

受
付
し
ま
す
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
、
３
月
２
日

（木）
か
ら
２
次
募

集
あ
り
）。

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

■
問
合
せ
＝
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

（
雇
用
保
険
受
給
者
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
）

●
機
械
加
工
科
／
Ｎ
Ｃ
機
械
科
／

板
金
溶
接
科　

▼
定
員
＝
各
科
求

職
者
５
人
・
高
卒
５
人

▼
期
間
＝
４
月
６
日
～
９
月
29
日

●
電
気
設
備
科
　
▼
定
員
＝
求
職

者
10
人
・
高
卒
５
人　

▼
期
間
＝

４
月
６
日
～
平
成
30
年
３
月
23
日

※
そ
れ
ぞ
れ
平
成
29
年
３
月
卒
業

見
込
を
含
む

「
未
来
佐
野
市
」
絵
画
標
語

作
品
展　

　

第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画
策

定
に
あ
た
り
、
小
・
中
学
生
か
ら

募
集
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

「
こ
ん
な
佐
野
市
に
な
っ
た
ら
い

い
な
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
３
日

（金）
正
午
～
６

日
（月）
午
後
３
時
（
市
役
所
開
庁
時

間
内
）
▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活

動
ス
ペ
ー
ス　

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課

☎
（２０）
３
０
０
０

R
293

美
術
展2017

「
漂
泊
‐

対
話
」

▼
日
時
＝
５
月
13
日

（土）
～
28
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
休

館
）
▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
入
場
料
＝
一
般
300
円
／
高
校
生

以
下
無
料　

▼
発
売
＝
２
月
25
日

（土）
午
前
10
時
～　

※
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
５

月
13
日

（土）
午
後
１
時
30
分
開
演
。

演
奏
：
フ
ラ
ワ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
展
示
・
パ
ー
テ
ィ
と
も
に
無
料
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

佐
野
の
風
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ p

rod
u
c
e
d
 

by 

SA
N
O

 H
E
A

R
T
 R

O
C

K
 FES

▼
日
時
＝
２
月
19
日

（日）
午
後
１
時

30
分
開
演
▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と

プ
ラ
ザ
※
事
前
申
込
不
要
・
無
料

■
問
合
せ
＝
同
プ
ラ
ザ

☎
（８６）
４
７
１
５

催

物

し
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第
10
回

「
さ
の
子
育
て
応
援
広
場
」

　

佐
野
市
と
佐
野
短
期
大
学
地
域

連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
も

の
で
、「
こ
こ
ろ
の
カ
ギ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
佐
野
短
期
大
学
の

学
生
が
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
10
日

（金）
午
前
９
時

45
分
～
11
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
費
用
＝
無
料
（
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
。

事
前
申
込
不
要
）

■
問
合
せ
＝
佐
野
短
期
大
学

☎
（２１）
１
２
０
０

２
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
２
月
19
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館
和
室

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

▼
席
主
＝
髙
橋
宗
幸
さ
ん
（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
裏
千
家
）

▼
茶
券
＝
600
円
（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

第
６
回

佐
野
市
文
化
振
興
大
会

▼
日
時
＝
２
月
18
日

（土）
午
後
０
時

45
分
～　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
内
容
＝
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
式

典
・
講
演

▼
講
師
＝
平
山
優
さ
ん
（
歴
史
学

者
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
時
代
考
証
担
当
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

※
先
着
100
人
に
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン

ト　

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課

☎
（２０）
３
０
４
４

人
権
講
演
会
「
講
演
＆
歌
の

つ
ど
い
」

▼
日
時
＝
２
月
19
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
・
演
題
＝
金
す
ん
ら
さ
ん

（
俳
優
）「
一
つ
の
家
族
～
国
や
民

族
を
越
え
て
」

※
栃
木
朝
鮮
初
中
級
学
校
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
舞
踏
な
ど  

▼
定
員
＝
300
人
（
無
料
、
事
前
申

込
不
要
）

▼
主
催
＝
部
落
解
放
同
盟
佐
野
市

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

に
つ
い
て

　

市
役
所
１
階
の
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
条
件
な
ど

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
▼
貸
出
時
間
＝
午
前
９
時
～

午
後
７
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

■
申
込
＝
利
用
し
よ
う
と
す
る
日

の
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
10

日
前
ま
で
に
、
市
民
活
動
促
進
課

☎
（２０）
３
８
１
２

田
沼
初
午
祭
開
催
に
伴
う
交

通
規
制
と
市
営
バ
ス
路
線
の

一
部
変
更

●
交
通
規
制

▼
期
間
＝
３
月
10
日

（金）
午
前
10
時

12
日

（日）
午
後
７
時
（
夜
間
含
む
）

▼
箇
所
＝
一
瓶
塚
稲
荷
神
社
周
辺

の
県
道
・
市
道

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
あ
そ
商
工
会

☎
（６２）
３
６
５
５

●
市
営
バ
ス
路
線
の
一
部
変
更

　

交
通
規
制
中
は
、
市
営
バ
ス
の

「
田
沼
小
学
校
前
」「
角
町
」「
仲
町
」

の
バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
基
幹
線
は
臨
時
バ
ス
停
を
国

道
293
号
に
設
置
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
営
バ
ス
葛
生
車
庫

☎
（８６）
４
０
７
１

協
議
会
、
佐
野
市
部
落
解
放
交
流

会
■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

市
民
活
動
支
援
事
業
報
告
会

　

市
民
活
動
団
体
・
モ
デ
ル
町
会

に
支
援
し
た
事
業
の
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
日
時
＝
３
月
８
日

（水）
午
後
２
時
30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
※
事
前
申
込
不
要
・
無
料

■
問
合
せ
＝
市
民
活
動
促
進
課

☎
（２０）
３
８
１
２

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選

挙
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

　

佐
野
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

は
４
月
９
日

（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
や
関
係
者
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
11
日

（土）
午
後
１
時

30
分　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
定
員
＝
一
候
補
予
定
者
に
つ
き

２
人　

■
問
合
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会

☎
（２０）
３
０
３
４

Y.HATORI ARCHITECT'S OFFICE

羽鳥芳之建築設計事務所

あなたが住みたいのは
どんな家ですか？

栃木県小山市駅東通り2-29-20  Tel.0285-21-4570  E-mail: info@y-hatori.jp

http://www.y-hatori.jp
ホームページで数多くの“作品”を掲載しております。

What kind of house is it that you want to live?

お
知
ら
せ

短大生たちのステージ発表

（昨年の様子）
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こ
ど
も
ク
ラ
ブ
職
員
の
登
録

制
度

　

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
児
童
の
安
全

管
理
・
生
活
指
導
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
保
育
士
資
格
ま
た
は
教

諭
免
許
状
（
幼
・
小
・
中
・
高
等

学
校
な
ど
）
を
お
持
ち
の
65
歳
未

満
の
方　

※
資
格
が
な
い
方
も
申

し
込
み
可　

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
の
各
こ
ど
も

ク
ラ
ブ　

▼
勤
務
時
間
＝
１
日
５
時
間
程
度

（
学
校
休
業
日
は
６
時
間
程
度
）

▼
申
込
＝
佐
野
市
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

職
員
登
録
票
（
写
真
貼
付
）、
免

許
状
等
の
写
し
（
資
格
が
あ
る
方
）

を
添
え
て
、
こ
ど
も
課（
２
階
）へ

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
こ
ど
も
課

※
登
録
票
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納（
前
払
い
）が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
６
カ
月
・

１
年
・
２
年
分
な
ど
、
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
前
納
の
初
回
取
扱

い
は
、
５
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
金
融
機
関
な
ど
に
あ
る
専
用

の
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
金
融
機

関
ま
た
は
栃
木
年
金
事
務
所
へ
提

出（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
に
前
納
す
る
た
め
の
提
出

期
限
は
２
月
末
日
で
す
の
で
、
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所

☎
０
２
８
２

（２２）
６
０
７
４

天明鋳物をＰＲ 地域おこし協力隊員・大塚由香里さん　

■

問合せ＝文化振興課☎（２０）３０４４

　１月１日付けで、天明鋳物をＰＲするために、本市４人目の「地域おこし協力隊員」として大塚由香里

さんが任命されました。旧藤岡町（現・栃木市藤岡町）の出身で、昨年まで東京のアパレルメーカーで勤務

されていました。これから３年間、大塚さんには会社員時代に携わった写真の撮影技術や、インターネッ

ト通信販売サイト運営の経験を活かして、長い歴史と高い技術を有する天明鋳物の作品や担い手である

鋳
い も じ

物師とその技術など、天明鋳物にさまざまな角度から焦点をあて、全国に発信してもらいます。

　これから、天明鋳物とともに大塚さんもピカピカに磨かれて輝くことでしょう。大塚さんの今後の活躍

にご期待ください。

〜大塚さんから一言〜

　これまで経験してきたことを地元で活かしたいと考えていた時に

天明鋳物と出会いました。

　唯一無二の高い技術力、格式高い歴史を活かして、現代のニーズ

にあった天明鋳物を全国にご紹介したいと思っております。まだま

だ学ぶことがたくさんありますが、新しい提案をして「面白いこと

やってるね」と注目していただけるよう努力していきたいです。

感謝

入れ歯デンタルクリニック
佐野市植野町2000-1
0283-27-2518

 お蔭様で入れ歯治療のみで
 やらせて頂いております。

ヤマハ音楽教室・英語教室
       の入会受付中！！

ヤマハ音楽教室・英語教室
       の入会受付中！！春春

１歳のお子様から大人の方まで年齢に合った細かいコース設定で無理なく楽しく学べます♪
音楽も英語もヤマハで始めてみませんか？ぜひ無料体験レッスンにご参加ください！

２月末まで入会金半額キャンペーン実施中！！
（入会金5,400円⇒2,700円）

オンダ楽器 ハーモニープラザ佐野市浅沼町861
TEL0283-23-0682

（営業時間10：00～19：00※月曜定休）http://www.ondagakki.com

【割引額比較表】 ６カ月 1年 ２年
６カ月分（現金） 790	 1,580	 3,180	
６カ月分（口座） 1,110	 2,220	 4,460	
１年分（現金） 3,460	 6,970	
１年分（口座） 4,090	 8,240	
２年分（口座） 15,690	

（例）６カ月分を現金で６カ月分納付した場合６カ月分保険

料に対する割引額は７９０円です。（上記は平成２８年度

の割引額です。平成２９年度の割引額は今後決定します。）
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■
問
合
せ
＝
文
化
財
課

☎
（６１）
１
１
７
７

地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
市
へ
申
請
を
し
て
か
ら

実
施
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
耐
震
診
断
補
助
＝

診
断
費
用
の
３
分
の
２（
上
限

２
万
円
）

補
強
計
画
策
定
費
用
の
３
分
の
２

（
上
限
８
万
円
）

耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
費
用

の
３
分
の
２
（
上
限
10
万
円
）

▼
耐
震
改
修
補
助
＝
改
修
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
80
万
円
）

※
耐
震
改
修
に
は
事
前
に
補
強
計

画
を
含
む
耐
震
診
断
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
建
築
指
導
課

☎
（２０）
３
１
０
４

国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　

登
録
有
形
文
化
財
と
は
、
平
成

８
年
に
発
足
し
た
制
度
に
よ
る
も

の
で
、
築
後
50
年
を
経
過
し
、
一

定
の
評
価
を
得
た
歴
史
的
建
造
物

を
文
化
財
に
登
録
し
、
保
存
や
活

用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
11
月
29
日
付
け
で
、

佐
野
市
田
島
町
に
所
在
す
る
島
田

家
が
営
む
「
第
一
酒
造
」
の
６
件

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
江
戸
末
期
か
ら

明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

伝
統
あ
る
造
酒
屋
の
敷
地
景
観
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

佐
野
市
で
は
3
件
目
の
登
録
文

化
財
で
す
。

宅
地
内
の
漏
水
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

寒
い
季
節
の
凍
結
や
給
水
管
の

老
朽
化
に
伴
う
宅
地
内
の
漏
水
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

検
針
員
が
検
針
し
た
際
に
、
異

常
な
使
用
水
量
を
発
見
し
た
場
合

は
、「
検
針
票
」に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

印
字
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
月
に
１
回
程
度
は
宅
地
内
の

漏
水
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

宅
地
内
の
漏
水
を
調
べ
る
に

は
、

①
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て

メ
ー
タ
ー
器
の
動
き
を
見
る 

②

メ
ー
タ
ー
器
の「
パ
イ
ロ
ッ
ト（
銀

色
）」（
左
写
真
）
が
回
っ
て
い
る

場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
水
道
局
総
務
課

☎
（２２）
１
６
９
６

佐野市民病院の民設民営化についての説明会を開催しました

　市では、昨年、佐野市民病院の経営形態について、現在の指定管理期間が満了する平成３０年３月末以後

「民設民営」の方向性を決定し、この方向性について政策審議会で審議していただきました。

　政策審議会では市の方向性について「おおむね理解する」という答申をいただき、周知を図るよう意見を

いただきました。これを受け、市民病院管理課では、１月に市内４地区で説明会を開催しました。

　説明会では、佐野市民病院の現状説明や民設民営の方針を決定した経緯、今後のスケジュールについて説

明し、「指定管理期間満了後も市民病院を存続させること」、「経営形態を民設民営とすることで、より効率

的な運営が行え、持続可能な病院を目指していくこと」をお伝えしました。

　参加した方からは、病院の存続を要望される声や、さらなるサービスの向上

を求める声、旧棟の早期建替えを希望される声、民営化に対する不安、慎重な

対応を望む声など多数の意見をいただきました。市ではこうした意見を真摯に

受け止め、医療サービスの低下を招かぬよう努めていきます。

　今後もこのことについての進捗状況を随時お知らせし、佐野市民病院が皆さんの安全安心を守り、信頼さ

れる医療機関となるよう努力していきます。
■

問合せ＝市民病院管理課☎（２０）３８１３
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市・県民税の申告のお知らせ ～申告期限（３月１５日）までに申告を済ませましょう～
　この申告は、市・県民税や国民健康保険税などの課税資料や所得証明などの基礎資料にもなりますので、忘

れずに申告しましょう。

　申告書は１月下旬に郵送しました。申告書が送られていない方は、市民税課（２階）、田沼・葛生行政センター

に申告書がありますのでご利用ください。また、市ホームページからダウンロードできます。

【受付日程】　
期日 会場 受付町名

２月１５日 水 飛駒支所 飛駒

２月１６日 木 野上支所 御神楽・長谷場・白岩・作原

２月１７日 金

田沼行政センター
３階大会議室
※田沼中央公民館での
受付はありません

石塚・山越・戸室・岩崎

２月２０日 月 下彦間・山形・梅園・閑馬・小中

２月２１日 火 栃本・戸奈良

２月２２日 水 小見・吉水・新吉水・吉水駅前１丁目～３丁目・船越

２月２３日 木 赤見・出流原・寺久保

２月２４日 金 田沼

２月２７日 月
城北地区公民館

天神・若松・並木・奈良渕・田之入

２月２８日 火 堀米

３月１日 水

葛生あくとプラザ

中・牧・豊代・仙波

３月２日 木
葛生西１丁目～３丁目・宮下・築地・富士見・鉢木・長坂・
嘉多山・あくと・会沢・山菅

３月３日 金 葛生東１丁目～３丁目・多田

３月６日 月 氷室地区公民館 柿平・水木・秋山

３月７日 火 吾妻地区公民館
田島・君田・村上・上羽田・下羽田・高橋・大古屋・庚申塚・
船津川・免鳥

３月８日 水

勤労者会館	

久保・相生・高砂・万・伊賀・本・大蔵・朝日・大・大橋・天明・大和・
亀井・金屋下・金屋仲・金井上・大祝・金吹

３月９日 木 馬門・高山・高萩・北茂呂・茂呂山・越名

３月１０日 金 上台・七軒・植野・植上・寺中

３月１３日 月 植下・若宮上・若宮下・伊保内・赤坂・飯田

３月１４日 火 韮川・富士・大栗・富岡・浅沼・栄・西浦・鐙塚・黒袴

３月１５日 水 犬伏上・犬伏中・犬伏下・犬伏新・米山南・関川・町谷・伊勢山

　午前９時３０分〜午後４時の受け付け。※飛駒・野上支所、氷室地区公民館は午前９時３０分〜午後３時

【申告受付に際してのお願い】

① 混雑緩和のため、なるべく指定された日に申告してください（都合がつかない際は他の日でも可）。

② 申告期間中は市民税課窓口での申告書作成のための相談は行いません。

③
給与や年金収入のみの方の確定申告は、市開設の会場でも申告できます。ただし、平成２８年中に入居さ
れた方で、住宅ローン控除を申告される方は、税務署での相談・提出となります。

④
給与や年金以外の所得のある方、または申告書の控えに税務署の収受印が必要な方の確定申告相談は、市
開設の申告会場では行いません。佐野税務署での相談・提出となります。

⑤
住宅ローン控除を受けようとする方で、年末調整での控除を行っていない方は、申告期限（３月１５日）
までに申告してください。

⑥

上場株式等に係る配当所得や譲渡所得で、支払われる際に市・県民税が源泉徴収されている場合は申告不
要です。ただし、所得控除等の適用を受けるため、他の所得と一緒に申告することもできます。申告をし
た場合、配当所得や譲渡所得は合計所得に含まれるため、国民健康保険税等の算定や扶養の判定、また各
種給付条件（所得基準）に影響が出ることがありますので、ご注意ください。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

【申告受付会場に持参するもの】　④～⑩は各所得・控除を申告する場合必要です

①本人確認書類（マイナンバー確認 +身元確認）※下記のＱ＆Ａをご覧ください

　★確定申告をされる方は、本人確認書類（マイナンバー番号確認+身元確認）の写しの提出が必要となります。

②市・県民税申告書または、確定申告書（郵送されている方）

③印かん（認め印）

④所得金額を証明する書類（給与所得や公的年金所得のある方は源泉徴収票など）

⑤事業所得（農業所得を含む）などのある方は、収支内訳書(収入や経費を記載した帳簿や領収書など）

⑥社会保険料・生命保険料・地震保険料などの控除を申告される方は、平成２８年中に支払った国民年金保

　険料・国民健康保険税・介護保険料などの領収書、生命保険料・地震保険料などの控除証明書

⑦障害者控除を受けようとする方は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳または障害者控

　除対象者認定書など

⑧医療費控除を受けようとする方は、平成２８年中に支払った医療費を合計したものと、その領収書

　（保険などで医療費の補てんを受けた方は補てん金額のわかる書類も持参）

⑨寄附金税額控除を受けようとする方は、寄附金受領証明書　

⑩住宅ローン控除を受ける方は税務署からの住宅借入金等特別控除額の計算書、金融機関の年末残高証明書

※給与所得者で年末調整を受けた控除以外の各種控除（雑損、医療費、社会保険料、扶養など）を受ける場合や、

　年金受給者が扶養親族等申告書で申告した控除以外の控除を受ける場合などは、申告が必要となります。

●申告書にマイナンバーの記載が必要となります
（よくある質問）

Ｑ マイナンバーを記載した申告書を提出する際の本人確認はどのように行いますか？

Ａ

地方公共団体などの行政機関がマイナンバーの提供を受ける際は、なりすましを防止するため、厳格

な本人確認が義務付けられています。そのため本人確認には、申告書に記載されたマイナンバーが正

しい番号であることの確認と、持ち主であることの確認が必要です。

●マイナンバーカードをお持ちの方は…マイナンバーカードをお持ちください。

●マイナンバーカードをお持ちでない方は…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

Ｑ 申告書を郵送で提出する際の本人確認はどのように行いますか？

Ａ 郵送で提出する際は、窓口で提出と同様の書類の写しを同封していただき、本人確認を行います。

●確定申告の問合せ…佐野税務署☎（２２）４３６６　●市・県民税の問合せ				市民税課　☎（２０）３００８

●受付会場に来られない方は申告書は郵送でも提出できます。
　確定申告書　　　　→　佐野税務署　　　　　〒３２７－８６０１（住所不要）

　市・県民税申告書　→　佐野市役所市民税課　〒３２７－８５０１（住所不要）

番号確認書類

ご本人のマイナンバーが確認できる書類

•	通知カード

•	マイナンバーの記載がある住民票の写

しまたは住民票記載事項証明書　

などのうちいずれか１点

身元確認書類

記載したマイナンバーの持ち主であること

を確認できる書類

•	運転免許証　

•	公的医療保険の被保険者証

•	パスポート　・身体障害者手帳

•	在留カード　　などのうちいずれか１点
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消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ
　　
ペットの契約トラブル

購入したペットが病気であった、ペットに先天的な

疾患があったなどのトラブルが報告されています。

トラブルを避けるために

管理が行き届いている業者を選ぶ／購入前に契約内

容を確認する（引き渡し時期や支払方法、ペットの

保証等）／安易に購入を決めない

ペットは最期まで飼う事が原則です。良く考えてか

ら購入しましょう。

■問合せ＝消費生活センター　　☎（２０）３０１５

　　　　　　※平日午前９時～午後４時

　　　　　消費者ホットライン　☎局番無し１８８	

　　　　　　※土曜日午前９時～午後５時、

　　　　　　　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

不用な紙袋を『雑がみ袋』として利用しましょう。

「雑がみ」とは、新聞・雑誌・本類・段ボール・紙パッ

ク以外のリサイクルできる紙全般を指します。これ

らが、分別されずに燃えるごみに混入しています。

以下の取り組みを実践し、分別を徹底しましょう！

①紙袋を『雑がみ袋』として、新聞をまとめる袋の

隣に置きましょう。（お菓子やティッシュの紙箱、ラッ

プの芯などの「雑がみ」を入れます。）

②リビングのごみ箱に「小さな雑がみ」用の封筒を

貼り付けましょう。（メモ用紙や紙製のタグなどを入

れます。）

③トイレにトイレットペーパーの芯を入れるための

紙袋を用意しましょう。※紙袋は口を閉じ、「紙箱、

雑誌・本類、その他紙類、チラシ」の日に出せます。

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

平
成
29
年
度

「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
配
布

　

広
報
さ
の
３
月
号
と
一
緒
に
町

会
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月

１
日
以
降
は
、
み
か
も
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
葛
生
清
掃
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
田
沼
・
葛
生
の
行
政
セ

ン
タ
ー
で
お
配
り
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
３
月
１

日
以
降
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
平

成
28
年
度
分
は

４
月
初
旬
ま
で

掲
載
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝

ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

佐
野
法
人
会

春
季
一
般
公
開
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
24
日

（金）
午
後
３
時

～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
佐

野▼
講
師
・
演
題
＝

宇
津
善
行
さ
ん

（
宇
津
救
命
丸
㈱
専
務
取
締
役
）

「
‐
伝
統
と
革
新
‐
創
業
四
百
年

変
え
な
い
た
め
に
変
え
る
経
営
」

▼
定
員
＝
約
150
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
同
会
☎

（２２）
８
８
８
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
２
月
８
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
・
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
の
共
済
掛
金
補
助
の
ご
案

内
　

平
成
27
年
中
に
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
に
新
規
加
入
し
、
１
年

以
上
共
済
掛
金
を
納
付
し
て
い
る

事
業
者
の
方
を
対
象
に
掛
金
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
２
月
28
日

（火）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
＝
商
工
・
企
業
誘
致
課

☎
（２０）
３
０
４
０

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

巡
回
相
談
会

　
求
職
活
動
を
し
て
い
る
方
向
け

の
①
就
職
応
援
隊
セ
ミ
ナ
ー
と
、

就
労
に
関
す
る
②
巡
回
相
談
会
、

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に

関
す
る
③
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

※
就
職
応
援
隊
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回

相
談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就

職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

▼
開
催
日
・
会
場
＝

２
月
23
日

（木）
佐
野
市
役
所
３
階
会

議
室
、

３
月
23
日

（木）
足
利
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

▼
時
間
＝

①
は
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

②
・
③
は
午
後
１
時
～
４
時　

▼
申
込
＝
実
施
日
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
、
電
話
で
各
会
場
の
あ

る
市
の
窓
口
へ

佐
野
市
商
工
・
企
業
誘
致
課

☎
（２０）
３
０
４
０

足
利
市
商
工
振
興
課

☎
０
２
８
４

（２０）
２
１
５
７

■
問
合
せ
＝

①
・
②
は
、
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー

ル
☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

③
は
、
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア

応
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
０
１
８
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐
野
市
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市

に
代
わ
っ
て
行
う
「
指
定
管
理
者
」

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

34
年
３
月
31
日
ま
で
、
対
象
施
設

の
管
理
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
行
政
経
営
課

☎
（２０）
３
０
０
５

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

１
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

　

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
大
関
輝
雄
（
田
沼
町
）

・
尾
花
淳
美
（
出
流
原
町
）

・
兵
藤
勇
（
奈
良
渕
町
）

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

み
つ
け
よ
う
！

佐
野
市
の
未
来

　

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

地
域
を
作
る
た
め
に
、
何
が
で
き

る
か
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
３
月
６
日

（月）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
引
間
紀
江
さ
ん
（
国
立

女
性
教
育
会
館
専
門
職
員
）　
　

▼
定
員
＝
先
着
30
人
（
無
料
）

※
託
児
あ
り
（
満
６
か
月
以
上
未

就
学
ま
で
）

■
申
込
＝
３
月
３
日

（金）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

仕
事
と
介
護
の
両
立
応
援
講

座▼
日
時
＝
２
月
15
日

（水）
午
後
１
時

講

座

対象施設 指定管理者

①佐野市営住宅

②佐野市特定公共賃貸住宅

③佐野市再開発住宅

㈱ハルプ・

エンタープライズ

（２２施設一体管理）

①佐野市運動公園

②佐野市佐野武道館

③栄公園

シンコースポーツ・

日本管財共同事業体

（３施設一体管理）

中央労 働金庫佐野支店

http://chuo.rokin.com/loan/myplan/
お問い合わせは  TEL0283-24-8185

ろうきんのカードローン

《マイプラン》をご利用ください！

パソコンやスマホから仮申込ができます。

急な出費が発生！！

人にやさしいまちづくりは、コミュニティ活動から

　コミュニティとは、地域のいろいろな行事や活動を通じて、

話し合い、助け合い、力を合わせて、より良い地域の形成を

目指す、住民同士のつながりや集まりのことです。

　現在、地域では、お祭り、防犯防災、環境美化活動、地域

福祉などの活動を展開しています。“誰もが住んでよかった

なと思うまち”そんな素敵なまちをつくるために、皆さんの

積極的な協力や参加をお願いします。

【コミュニティ活動への助成事業】

　今年度、新吉水地区コミュニティ推進協議会、吾妻地区コミュニティ推進協議会の２団体に ( 一財 ) 自治

総合センターからの宝くじの一般コミュニティ助成金を受けて液晶テレビや会議用テーブル、ホワイトボー

ド等の備品を購入しました。

　これからも、地域の活性化を目指す活動を、市は支援します。

■

問合せ＝公民館管理課☎（２４）５７７１

～
３
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
＝
和
氣
美
枝
さ
ん
（
ワ
ー

ク
＆
ケ
ア
バ
ラ
ン
ス
研
究
所
主

宰
）　

▼
対
象
＝
企
業
経
営
者
、
人
事
担

当
者
な
ど

▼
定
員
＝
50
人
（
無
料
）

▼
主
催
＝
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

■
申
込
＝
２
月
14
日

（火）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０
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第
10
回
キ
エ
ー
ロ
製
作
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

　

土
を
利
用
し
て
簡
単
に
生
ご
み

を
分
解
・
消
滅
さ
せ
る
生
ご
み
消

滅
器
の
製
作
と
利
用
方
法
の
説
明

を
行
い
ま
す
。
製
作
す
る
キ
エ
ー

ロ
は
、「
土
置
き
用
の
底
板
の
な

い
タ
イ
プ
」
と
「
土
以
外
の
場
所

用
の
底
板

の
あ
る
タ

イ
プ
」
の

２
種
類
か

ら
選
択
で

き
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
11
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

▼
費
用
＝
（
土
置
き
用
）
３
千
円
、

（
土
以
外
の
場
所
用
）
４
千
円

■
申
込
＝
３
月
３
日

（金）
ま
で
に
、

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

マ
イ
バ
ッ
グ
づ
く
り
講
習
会

　

使
わ
な
く
な
っ
た
傘
を
再
利
用

し
て
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
28
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

布
ぞ
う
り
づ
く
り
講
習

　

着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ジ
ャ

マ
な
ど
を
使
っ
て
布
ぞ
う
り
を
つ

く
り
ま
す
。
▼
日
時
＝
２
月
21
日

（火）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
講
師
＝
佐
野
環
境
グ

ル
ー
プ
▼
定
員
＝
先
着
16
人
（
無

料
）
■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ま
ち
を
つ
な

ぐ
「
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
３
月
４
日

（土）
（
入
門

編
）・
５
日

（日）
（
経
験
者
）

各
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
両
日
受
講
可
能
）

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
▼
講
師
＝
松
井
憲
太
郎
さ

ん
（
富
士
見
市
民
文
化
会
館
館
長
）

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝（
公
財
）佐
野
市
民
文
化

振
興
事
業
団
☎

（２０）
３
０
４
４

行
政
書
士
会
市
民
公
開
講
座

　

栃
木
県
行
政
書
士
会
で
は
講
演

会
と
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

（
事
前
申
込
不
要
）。　

▼
日
時
＝
２
月
25
日

（土）

講
演
会
（
午
後
１
時
～
２
時
30
分
）

無
料
相
談
会
（
２
時
30
分
～
４
時
）

▼
会
場
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
イ
オ
ン
ホ
ー
ル 

▼
内
容
＝

相
続
・
遺
言
・
終
活
に
つ
い
て

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
８（
６
３
５
）１
４
１
１

家
庭
教
育
推
進
講
座

「
わ
く
わ
く
子
育
て
教
室
」

▼
日
時
＝
２
月
20
日

（月）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民

活
動
ス
ペ
ー
ス　

▼
講
師
＝
小
竹
仁
美
さ
ん
（
佐
野

短
期
大
学
准
教
授
）

▼
内
容
＝
子
育
て
を
考
え
る
‐
行

動
へ
の
注
目

▼
定
員
＝
80
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
２
月
14
日

（火）
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
☎

（２０）
３
１
０
９

エ
コ
料
理

～
食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う
～

▼
日
時
＝
２
月
22
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
安
藤
裕
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
千
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー
ム

普
及
審
判
員
養
成
講
習
会

　

佐
野
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

※
修
了
者
は
指
導
者
と
し
て
、
普

及
審
判
員
の
資
格
が
取
得
で
き
ま

す
。
▼
日
時
＝
３
月
12
日

（日）
午
前

９
時
～
午
後
１
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
１
千
円
（
資
料
代
な
ど
）

■
申
込
＝
２
月
28
日

（火）
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
料
金

210
円
で
参
加
で
き
ま
す
（
高
校
生

相
当
以
上
）。
※
事
前
の
お
申
し

込
み
は
不
要
で
す

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

・
肩
こ
り
・
腰
痛
改
善

火
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時

（
定
員
20
名
）

・
バ
ラ
ン
ス
マ
ッ
ト　
　
　
　
　

火
曜
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分　

土置き用

（
定
員
20
名
）

・
伸
び
伸
び
タ
イ
ム　
　
　
　
　

水
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時

（
定
員
20
名
）

・
練
功
十
八
法

水
曜
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分　

（
定
員
20
名
）

・
ポ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時　

（
定
員
15
名
）

・
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

金
曜
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分　

（
定
員
15
名
）

※
施
設
の
都
合
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
お
休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

☎
（６１）
１
１
５
３
（
月
曜
休
館
）

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

　

応
急
手
当
と
救
命
処
置
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
▼
日
時
＝
２
月
19
日

（日）
午
前
９
時
～
正
午

▼
会
場
・
定
員
＝
①
消
防
本
部
・

先
着
35
人
、
②
北
分
署
・
先
着
20

人
※
選
択
可

▼
申
込
＝
２
月
６
日

（月）
～
18
日

（土）

の
間
に
、
消
防
署
救
急
救
助
課
、

北
・
西
分
署
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
警
防
課

☎
（２３）
９
３
８
３
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▼会期＝２月２６日（日）まで

▼開館＝

　午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝毎週月曜日

展示替え休館：２月２７日（月）

～３月３日（金）

化石を調べる手法の一つ

に石を酸で溶かして中か

ら化石を取り出す「酸処

理」という方法がありま

す。石灰岩の中の化石を

探すときは主に酢酸かギ

酸を使います。

近年、市内の石灰岩から新種の発見が続いています

が、これはこの手法にさらに工夫することで、より

大きく立体的な化石を取り出すことができるように

なったからです。新発見された化石をぜひ化石館に

見に来てください。 ▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週月曜日

一般の方から募集した雛人形を中心に展示、紹介し

ます。女の子の健やかな成長を願い飾られてきた雛

人形は、両親の子どもへの愛情が感じられるものば

かりです。昔のお雛様から最近のお雛様まで、愛ら

しいお雛様をどうぞご覧ください。

▼会期＝２月１０日(金)～４月９日(日)

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週月曜日

新収蔵品展　[ 前期]
佐野の文化の地層を読む
～佐野ゆかりの美術・工芸～

田村の新機軸をもって制作された

茶乃湯と暮らしの器の世界をお楽

しみください。

▼会期＝３月１２日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館＝なし

■人間国宝田村耕一陶芸館（まちな
か活性化ビル「佐野未来館」１階）
　☎（２２）０３１１

■葛生化石館
☎（８６）３３３２

「田村耕一　
茶乃湯の器と暮らしの器展」

収蔵資料展
「くらしのうつりかわり～
古い道具と昔のくらし～」

当館収蔵資料の中から、民具を中

心に展示しています。

▼会期＝２月１９日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　
▼休館日＝月曜日

【次回企画展の予定】

第６５回企画展

「佐野の古墳（こふん）と埴輪（はに

わ）」

▼会期＝

４月２９日（土）～６月１８日（日）

■郷土博物館☎（２２）５１１１

リットニアの仲間

図書館の催し
イベント名 日時 講師 対象など

田沼図書館

☎（６１）１１３６

文学入門講座

『おくのほそ道』の魅力に

迫る

～北陸道から山中温泉ヘ～

２月１８・２５日（土）	

午後２時～４時

（連続講座）

塚越義幸さん

（國學院大學栃木

短期大学教授）

一般

先着４０人（無料）

2月 5日（日）から受け付け

【各館の休館日】

佐野・葛生図書館は月曜日、田沼図書館は火曜日

※開館時間は各館午前９時から、佐野図書館は午後７時まで、田沼・葛生図書館は午後６時まで

■佐野図書館☎（２２）１８３３、田沼図書館☎（６１）１１３６、葛生図書館☎（８６）３４１６

椿
文
水
指
・
椿
文
茶
碗

次
回
展
新
収
蔵
品
展【
後
期
】

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
成
長
す
る

▼
会
期　

３
月
４
日

（土）
～
５
月
７
日

（日）

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

■葛生伝承館☎（８４）３３１１雛人形展

小
堀
鞆
音《
羽
衣
故
事
図
》 

当
館
寄
託（
前
期
展
示
）

昨年の雛人形展の様子
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子育て教室　
乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南 毎週月曜日（祝日の場合は休み）

東 毎週木曜日

西
毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム、
毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

田沼
にこにこタイム毎週月曜日、
ドレミルーム第 2・第 4水曜日　

「ひなまつり」２月２５日（土）午前１０時３０～正午

※無料・田沼児童館のみ事前にお申し込みください

児童館情報

日本宇宙少年団員を募集します
科学への探求を通して２１世紀の国際社会を担う

健全な青少年育成を目指し、ＪＡＸＡ（宇宙航空研

究開発機構）などの指導をいただきながら活動して

いる団体の団員を募集します。

▼対象＝平成２９年４月から小学３年～６年生にな

る市内にお住まい小学生　 ▼定員＝先着２０人
▼主な活動＝宇宙教育、科学実験、天体観測、

　キャンプなどの野外活動、教育施設見学など

　※原則土曜日の午前中月１回活動

▼費用＝５，１００円（年会費・登録費など）

　※ほか実費負担あり

▼対象＝２月７日（火）～１５日（水）の午前９時３０

分～午後５時の間に、こどもの国へ	※休館日を除く

こどもの国情報

▼休館日＝第3土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、

　第２木曜日（祝日の場合はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　

ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

　２日（木）・くずう・たぬま「節分・誕生会」

　８日（水）・くずう・栄養士の話「偏食について」

１６日（木）・たぬま・「英語で遊ぼう」

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　８日（水）１０時３０分～（要予約）

　渡部ひとみさん「ベビーヨガ」

○親子教室「ひなかざりを作ろう」（要予約）

　２２日（水）１０時３０分～

○誕生会：１５日（水）１０時３０分～

○看護師相談：１７日（金）９時３０分～正午

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①２月２０日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②２月２８日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

２月２０日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

２月１５日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★２月の予定
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各種相談ガイド　２月６日（月）～３月７日（火）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談

２月８日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

２月１３日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
２月１３日（月）・２８日（火）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

２月１４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月１日（水）午前９時～

万葉の里城山記念館

２月２１日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月１日（水）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

２月１０日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

２月７日（火）午後１時３０分～４時
※宅地建物・交通安全は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 

（旧吾妻中学校）
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
☎（２０）３０６１ 少年指導センター

☎（２０）３０６１
青少年に関する巡回相談 ２月１６日（木）午前１０時～午後３時

葛生あくと保健センター
☎（８６）３４１１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

２月１７日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

２月２・１６日、３月２日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ２月２３日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
２月１６日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

アイヌの方々のための
電話相談

月～金曜日（※祝日、年末年始を除く）
時間：午前９時～午後５時

公益財団法人　人権教育啓発推進センター
☎０１２０－７７１－２０８

外国人相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

２月２８日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日午前８時３０分～（保健師）
２月１７日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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佐野市成人式
　佐野市成人式が 3つの地域に分かれ、8日に

開催されました。

　佐野地域では山﨑康平さんが、田沼地域では

長谷川ひかるさんが、そして葛生地域では中嶋

基之さんが成人代表として挨拶。それぞれが両

親や恩師への感謝を述べるとともに「成人とし

て自覚を持って生活しましょう」と新成人たち

に語りかけていました。

　新成人の皆さん、成人おめでとうございます。

　学校などで佐野を離れている方もいるかと思

いますが、ぜひ故郷・佐野市へ戻ってきてくだ

さい。

消防出初式
　１月１５日、佐野市役所南側の県道桐生・岩舟線で消

防団員６８９名、車両６１台が参加して壮大な街頭行進

が行われる消防出初式が開催されました。

　行進には幼年消防クラブや少年少女消防クラブ、女性

防火クラブが参加し、幼年消防クラブの子どもたちは、

沿道の皆さんに大きな声で「火の用心」を呼び掛けてい

ました。

　また、この日は佐野鳶工業組合による梯子乗り、青藍

泰斗吹奏楽部による演奏、消防本部の消防車両行進が披

露。伝統の梯子乗りでは、高いはしごの上で次々と繰り

出される技に、観客から歓声が上がっていました。

　乾燥し、風が強い日々が続きます。皆さんも「火の用

心」をよろしくお願いします。

佐野会場

田沼会場

葛生会場
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女子ボクシングで全国優勝
　１２月に愛媛県今治市で開催された第１５回全

日本女子ボクシング選手権大会において、ジュニア

の部・ライトフライ級で、小倉あずささん（赤見町・

白鴎足利３年）が優勝しました。

　小倉さんは高校入学後、マネージョーを経てボク

シングを始め、この大会を高校生活・そしてボクシ

ング人生の集大成として臨んだそうです。市役所に

優勝報告に来た際には ｢自分のスタイルを最後まで

貫き、優勝できました｣ と話していました。

　優勝、

おめでとう

ご ざ い ま

す。

　佐野市女性バレーボール協会では「スポーツ立

市」を推進する佐野市の中で、生涯スポーツのひ

とつとして「女性バレー」に楽しく取り組んでい

ます。

　そうした活動が評価され、平成２８年度には

文部科学省により、全国の生涯スポーツ功労者

１５８名・生涯スポーツ優良団体１１３団体のひ

とつとして表彰され、１月１４日には盛大な祝賀

会を開催しました。

　市内各地域でバレーボールを楽しんでいます。

ご興味をお持ちの方は、ぜひご参加ください！

（市民記者　中里聖子）

　１２月２２日、佐野市出身で、現在、プロ野

球の広島東洋カープで１軍打撃コーチを務める

石井琢朗さんが、同球団の２０１６年シーズン

のセントラル・リーグ優勝の報告に、市役所を

訪れました。

　石井さんは現役時代、横浜ベイスターズ

（現・横浜ＤｅＮＡ）や広島東洋カープで活躍。

２００６年には２千本安打を達成し、佐野市の

市民栄誉賞を受賞。２０１２年に引退後、広島

でコーチを務めています。

　石井さんは２０１６年のリーグ優勝を報告す

るとともに「来シーズンこそは日本一になりた

い」と話していました。

リ
ー
グ
優
勝
の
報
告

石
井
琢
朗
さ
ん
が
来
訪

県南５市駅伝
　1月 9 日、県南 5市が参加する駅伝大会が開催

され、佐野市では佐野 Aが、高校生 4人の区間賞

の走りで、1位でゴールにたどり着きました。

　各市 2チームの合計タイムで争われる総合順位

では、栃木市が優勝。佐野市は総合 3位の結果で

した。選手、関係者の皆さんお疲れ様でした。

優良スポーツ団体として表彰を受けた際の祝賀会

区間賞の 4人

（左から飯田さん、関沼さん、樋口さん、飯塚さん）
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●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９）	●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　５８人　●死亡１４７人

●転入２２８人　●転出２３９人

人口の動き（１２月分）

	●人口１２０，４３７人（－９０）	●世帯５０，５１８戸（＋１）

　　男　５９，４５７人（－４７）　　　　　（　）は前月比

　　女　６０，９８０人（－４３）

人口と世帯数（１月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

青木俊介・早紀さん（鐙塚町）

海
か い り

璃ちゃん

澤邉義朋・沙織さん（堀米町）

平成２８年６月生詩
し お り

織ちゃん 平成２８年６月生

　
第１回さのまるの日イベント

「ご当地グルキャラ大作戦～さのまるかじり～」
　「さのまるのお誕生日イベント」をパワーアップ！

　仲良しキャラクターとご当地グルメが大集合するほか、佐野市ゆかり

のアーティストによるライブや、佐野らーめん会３０周年、佐野名物い

もフライの会１５周年事業もイベントを盛り上げます。ぜひお越しくだ

さい！

▼日時＝２月２５日（土）午前１１時～午後５時

　　　　　　２６日（日）午前１０時～午後３時

▼会場＝市役所周辺　※詳細は本紙に入ったチラシをご覧ください

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

藤倉晃司・美沙子さん（赤見町）

平成２６年１２月生沙
さ ら

羅ちゃん

落合紀廷・未織さん（大橋町）

平成２７年１１月生珠
す ず

杏ちゃん

佐野日大高校、全国高校サッカー選手権で第３位　

　１２月３０日から１月９日にかけて、東京都などの会場で行われた全国高校サッカー選手権に出場した栃木県

代表・佐野日大高校が第３位（ベスト４）の成績を挙げました。

　佐野日大は１月３１日に行われた１回戦で、和歌山県代表・和歌山北を１－０で下すと、１月２日の２回戦で

鳥取県代表・米子北にやはり１－０で勝利。３日の３回戦で奈良県代表・一条を２－２の同点のうえＰＫ戦の末

下し、さらに５日、東京都代表・駒澤大高との準々決勝を２－１の逆転勝ち。同校として初のベスト４進出を決

めました。

　７日に行われた、埼玉スタジアム２○○２での準決勝では、群

馬県代表・前橋育英と対戦し、惜しくも０－１で敗戦。決勝進出

は叶いませんでしたが、試合終了のホイッスルが鳴るまで走り続

けた選手たちに、会場からは大きな拍手が送られていました。

　１７日には、この成績を市長に報告。ＤＦの福田一成主将（佐野

南中出身）は、「たくさんの応援をありがとうございました。市民

の皆さんの声援が励みになりました」と話していました。

　選手の皆さん、お疲れ様でした。良い試合を見せてくれて、ありがとうございました。

準決勝の後、挨拶する選手たち（同校提供）
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